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１．これまでの委員会の検討経緯１．これまでの委員会の検討経緯

・平成１７年度～２１年度まで、計６回の「移動性（モビリティ）向上委員会」を開催

＜これまでの委員会検討経緯＞

平成１７年度 ２１年度まで、計６回の 移動性（モビリティ）向上委員会」を開催
・平成１８年度に「埼玉のみち移動性見える化プラン」を策定・公表し、選定箇所（２４箇所）の対策実施状況や、
今後の渋滞対策を進める上での工夫等について議論

○平成17年度
第1回委員会（平成17年10月31日実施）

・移動性向上を図るべき箇所（候補）の抽出の考え方（案）

第2回委員会（平成18年1月17日実施）

＜これまでの委員会検討経緯＞
○平成１７年度
移動性（モビリティ）向上委員会を設置

第2回委員会（平成18年1月17日実施）

・移動性の向上を図るべき箇所（候補）の抽出について
・移動性の向上を図るべき箇所の選定方法について

パブリックコメント（平成18年2月17日～28日）

第3回委員会（平成18年3月22日実施）

○平成１８年度
｢埼玉のみち移動性見える化プラン｣を公表
・各道路管理者及び警察で 渋滞対策箇所について ・移動性の向上を図るべき箇所の選定

・「埼玉のみち移動性見える化プラン」の策定

○平成18年度
「埼玉のみち移動性見える化プラン」を公表

・各道路管理者及び警察で、渋滞対策箇所について
情報を共有化

・そのうち、問題の大きい２４箇所を選定し、渋滞対策
を実施

○平成19年度
第4回委員会（平成20年3月18日実施）
・今後の「埼玉県見える化プラン」について

○平成20年度
パブリ ク メ ト（平成 年 月 ）

○平成２０～２１年度
選定箇所（２４箇所）の対策実施状況を確認 パブリックコメント（平成21年2月3日～27日）

第5回委員会（平成21年3月13日実施）
・今後の道路整備に対する要望について

○平成21年度
第6回委員会（平成22年3月9日実施）

選定箇所（２４箇所）の対策実施状況を確認
今後の渋滞対策の工夫について

・社会情勢や公共事業を取り巻く環境が大きく変化す
る中、従来と異なる新たな渋滞対策の取り組みを
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第6回委員会（平成22年3月9日実施）
・「埼玉のみち移動性見える化プラン」選定箇所の対策実施状況

・今後の渋滞対策の工夫について

検討するため、データや事例を基に幅広く議論



平成１８年度公表資料
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平成１８年度公表資料
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平成１８年度公表資料

(主)さいたま春日部線
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※ H19.2に熊谷市と江南町は合併し、熊谷市となっています。
※ H22.3に久喜市、菖蒲町、栗橋町と鷲宮町は合併し、久喜市となっています。
※ H22.3に加須市、騎西町、北川辺町と大利根町は合併し、加須市となっています。
※ H23.10に川口市と鳩ヶ谷市は合併し、川口市となっています。



２．近年における道路行政を取り巻く状況の変化２．近年における道路行政を取り巻く状況の変化

民間プローブデータの活用による
骨格と 幹線道路 事業進捗

○従来のプローブデータ
・調査対象路線において 毎年 複数の特定日に 調査車両

民間プロ ブデ タの活用による
渋滞状況把握の詳細化

○骨格となる幹線道路の事業進捗

「 性 プ を策定「 性 プ を策定

骨格となる幹線道路の事業進捗

調査対象路線において、毎年、複数の特定日に、調査車両
が時間帯毎に走行し、走行速度データを取得
↓

ある特定日における特定路線の交通実態（渋滞発生状況）ある特定日における特定路線の交通実態（渋滞発生状況）
しか把握できないしか把握できない

・「埼玉のみち移動性見える化プラン」を策定したＨ・「埼玉のみち移動性見える化プラン」を策定したＨ
１８以降、県内の骨格となる幹線道路の事業が進捗１８以降、県内の骨格となる幹線道路の事業が進捗

・H20.3 圏央道 鶴ヶ島JCT～川島IC供用(7.7km)
・H20年度 東埼玉道路(延伸)新規事業化(8.7km)

しか把握できないしか把握できない

○新しいプローブデータ（民間プローブデータ）
・実際の車をセンサー代わりにして ３６５日２４時間の走

・H22.3 圏央道 川島IC～桶川北本IC供用(5.7km)

上尾道路 宮前IC～上尾環状線(4.2km)及び

川越栗橋線～桶川北本IC供用(2.1km)

・H23.5 圏央道 白岡菖蒲IC～久喜白岡JCT供用(3.3km)

・H23年度 上尾道路Ⅱ期新規事業化(9.1km)実際の車をセンサ 代わりにして、３６５日２４時間の走
行速度データを取得
↓

年間通じて、あらゆる時間帯の交通実態（渋滞発生状況）年間通じて、あらゆる時間帯の交通実態（渋滞発生状況）
が面的に把握可能にが面的に把握可能に

↓

県内の骨格となる幹線道路の整備により、移動性県内の骨格となる幹線道路の整備により、移動性
阻害箇所の渋滞緩和が期待阻害箇所の渋滞緩和が期待

が面的に把握可能にが面的に把握可能に

●各移動性阻害箇所の渋滞状況把握や渋滞対策の立案をより ●今後の道路整備予定を見据えた各移動性阻害箇所の●各移動性阻害箇所の渋滞状況把握や渋滞対策の立案をより
詳細に実施することが可能

●今後の道路整備予定を見据えた各移動性阻害箇所の
対策計画の立案が可能

プ ブデ
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●「民間プローブデータの活用」や「骨格となる幹線道路の事業進捗」等により、
選択と集中による効果的かつ効率的な渋滞対策の検討が可能に



３．今回の委員会の開催趣旨３．今回の委員会の開催趣旨

・今回の委員会では、平成１８年度に公表した「埼玉のみち移動性見える化プラン」において選定した２４箇所今 委員会 成 年度 表 埼 移動 見 ラ 」 選定 箇所
について、選定から５年が経過したことから、民間プローブデータの活用や今後の道路整備予定も踏まえて、
ＰＤＣＡサイクルにて総括すること、及び今後の対策方針を検討することを目的とします。

「埼玉のみち移動性見える化プラン」のＰＤＣＡサイクル

Ｐｌａｎ；移動性阻害箇所の抽出・選定

・Ｈ１８年度：従来のプローブデータ等を用い、移動性の向上を図る

24箇所の総括

Ｈ１８年度：従来のプロ ブデ タ等を用い、移動性の向上を図る

べき２４箇所を選定・公表

対策 実施Ｄｏ；対策の実施

・早期整備効果発現のため、短期間で整備可能な箇所を中心に実施

（完了；7箇所、一部対策済み：10箇所、実施中；6箇所、調査中；1箇所）
“新たなＰｌａｎ”へ“新たなＰｌａｎ”へ

Ｃｈｅｃｋ；対策の効果評価

れま 実施 た各渋滞対策 効果を プ ブデ タ等から評価・これまでに実施した各渋滞対策の効果を、民間プローブデータ等から評価

Ａｃｔｉｏｎ；今後の整備計画・渋滞対策計画

Ａｃｔｉｏｎ；今後対策すべき区間の検討

・今後の道路整備計画や将来の交通動向等を考慮し、＋
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Ａｃｔｉｏｎ；今後の整備計画 渋滞対策計画

・現在の渋滞状況や道路整備計画等を踏まえ、中長期的な対策も視野に、

限られた予算の中、重点的・効果的な対策を検討・立案

実情に即した、より実現性の高い対策方針を検討

＋


